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熱
海
市
が
三
月
十
八
日
〜
五
月
二
十
三
日
に
開
催
す
る「
熱

海
花
の
博
覧
会
」は
花
の
街
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ー
へ
変
貌
す
る

熱
海
を
全
国
に
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
メ
イ
ン
会
場
近
く

の
海
水
浴
場
・
ア
タ
ミ
サ
ン
ビ
ー
チ
で
は
全
国
初
と
い
う
砂
浜

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
同
時
ス
タ
ー
ト
。「
花
」と「
光
」で
輝
き
の

街
を
彩
り
ま
す
。
中
島
潔
さ
ん
の
作
品
展
や
花
で
彩
ら
れ
た
ゲ

ー
ト
、
中
世
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
城

を
模
し
た
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
や
テ

ー
マ
ガ
ー
デ
ン
、

大
人
か
ら
子
供

ま
で
が
楽
し
め

る
パ
レ
ー
ド
が

連
日
繰
り
広
げ

ら
れ
、
博
覧
会

を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

河
津
町
役
場
の
南
側
、

来
宮
神
社
の
参
道
入
口

に
あ
り
、
約
五
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
面
積
に
約

三
百
種
・
六
万
八
千
株

の
花
菖
蒲
が
咲
き
誇
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
五
月

上
旬
か
ら
六
月
中
旬
に

か
け
て
が
見
頃
。
近
く

に
は
『
河
津
バ
ガ
テ
ル

公
園
』
も
あ
り
五
月
〜

十
一
月
に
か
け
て
六
千
本
の
バ
ラ
も
開
花
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
日
本
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
品
種
も
観
賞
で
き
フ
ラ
ン
ス

料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
は
じ
め
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
離
宮
を

模
し
た
シ
ョ
ッ
プ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
香
水
体
験
工
房
な
ど
も
あ

る
の
で
、
合
わ
せ
て
立
寄
る
の
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

●
好
き
な
食
べ
物
、
嫌
い
な
食
べ
物

好
き
な
食
べ
物：

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
　

嫌
い
な
食
べ
物：

イ
ナ
ゴ
の
佃
煮

●
今
一
番
欲
し
い
も
の

能
力
・
技
術

●
こ
の
会
社
に
入
っ
て
、
感
想
は
？

(

正
直
に
答
え
て
下
さ
っ
て
結
構
で

す
。)

藺
家
か
ら
近
い

藺
過
し
や
す
い

藺
人
の
良
さ
そ
う
な
人
達
が
そ
ろ
っ

て
い
る
　
※
三
拍
子
そ
ろ
っ
て
ま
す

●
そ
の
他
、
ひ
と
こ
と
何
か
あ
り
ま
し

た
ら
書
い
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
、
ほ
ん
の
少
し
つ
づ
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

●氏名
山本　学

●生年月日
S54.4.15

●住所
沼津市中原町

●
趣
味
、
特
技

造
形
・
F
1

e
t
c

●
座
右
の
銘
（
モ
ッ
ト
ー
）

1
％
の
ヒ
ラ
メ
キ
と
99
％
の
努
力

●
座
右
の
銘
（
モ
ッ
ト
ー
）

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ

●
好
き
な
食
べ
物
、
嫌
い
な
食
べ
物

な
ん
で
も
好
き
　

●
今
一
番
欲
し
い
も
の

犬
●
こ
の
会
社
に
入
っ
て
、
感
想
は
？

(

正
直
に
答
え
て
下
さ
っ
て
結
構
で

す
。)

広
く
て
、
古
く
て
、
迷
路
…

●
そ
の
他
、
ひ
と
こ
と
何
か
あ
り
ま
し

た
ら
書
い
て
く
だ
さ
い
。

印
刷
の
可
能
性
を
考
え
つ
つ
、
新
し

い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
力
を
発
揮
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

●氏名
山口　はるみ

●生年月日
7.4

●住所
三島市佐野

見晴台

●
趣
味
、
特
技

温
泉
め
ぐ
り
と
お
い
し
い
お
酒
捜
し

新
入
社
員
を

新
入
社
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

ご
紹
介
し
ま
す 

!!

新
入
社
員
を
ご
紹
介
し
ま
す 

!!

今年も気持ちの
いい季節を迎え

ました。

ゴールデンウィ
ークにどこかに

行きたいナ！

と、考えている
アナタにイベン

ト情報を提供し
ます!!

か
わ
づ
花
菖
蒲
園

日
本
一
早
く
開
花
す
る
温
泉
が
育
て
る
花
菖
蒲

四
月
二
十
九
日
〜
五

月
五
日
…
四
月
下
旬
よ

り
紅
霧
島
・
筑
紫
紅
・

羅
生
門
な
ど
四
十
種
類

の
つ
つ
じ
が
開
花
し
、

花
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
の
中

で
茶
会
や
琴
の
演
奏
等

賑
や
か
に
「
つ
つ
じ
祭

り
」
が
催
さ
れ
ま
す
。

約
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

広
い
園
内
に
、
約
十
万

本
の
つ
つ
じ
が
咲
き
乱
れ
そ
れ
は
見
事
で
す
。
日
頃
の
運
動

不
足
解
消
に
あ
ざ
や
か
な
つ
つ
じ
の
中
を
歩
い
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

小
室
山
公
園
つ
つ
じ
祭
り

四
季
を
通
じ
て
花
が
絶
え
な
い
公
園

熱
海
花
の
博
覧
会

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ー
熱
海
の
創
世

ア
タ
ミ
サ
ン
ビ
ー
チ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

東
京
タ
ワ
ー
や
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
も
手
掛
け
た
世
界
的
照
明

デ
ザ
イ
ナ
ー
石
井
幹
子
さ
ん
が
担
当
。

延
長
四
百
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
十
メ
ー
ト

ル
の
ビ
ー
チ
で
七
台
の
投
光
器
が
砂
浜

や
波
頭
を
照
ら
し
、
砂
浜
沿
い
の
歩
道

や
木
立
を
浮
き
立
た
せ
ま
す
。
歩
道
に

埋
め
込
ま
れ
た「
海
ほ
た
る
照
明
」は
幻

想
的
な
光
を
放
ち
、
見
る
者
を
別
世
界

へ
と
誘
い
ま
す
。

今年も気持ちの
いい季節を迎え

ました。

ゴールデンウィ
ークにどこかに

行きたいナ！

と、考えている
アナタにイベン

ト情報を提供し
ます!!

熱海市

河津町伊東市
こ
の
他
、
今
年
は
浜
松
花
博
を
は
じ
め
、
静
岡
県
内
で
多
数
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
ね
。
是
非
足
を
運
ん
で
下
さ
い
!!
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今
年
は
三
島
大
社
の
桜
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
三
島
大
社
に
行
く
川
沿
い
に

新
し
く
三
島
の
事
を
詠
ん
だ
作
家
や
俳

人
の
文
学
碑
が
で
き
（
井
上
靖
や
太
宰

治
な
ど
e
t
c
）
次
は
誰
の
作
品
か

な
？
と
足
を
止
め
読
み
進
ん
で
い
る
う

ち
に
あ
っ
と
間
に
大
社
に
つ
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
沼
津
に
も
こ
う
い
う
も
の

が
あ
れ
ば
い
い
の
に
。

【
小
野
】

今
年
は
ぼ
ー
っ
と
春
を
楽
し
む
暇
も

無
く
、
い
ろ
ん
な
事（
卒
業
、
葬
式
、
娘

の
自
動
車
学
校
、
入
学
…
e
t
c
）に

追
わ
れ
て
、
残
っ
た
の
は
疲
れ
。
更
に

五
月
病
と
重
な
り
そ
う
で
…
。
せ
め
て

も
の
救
い
は
花
粉
症
が
軽
か
っ
た
事
か

な
？
皆
さ
ん
も
体
調
に
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。

【
川
村
】

今
回
も
無
事
に
ス
ズ
イ
ン
新
聞
を

制
作
で
き
ま
し
た
。
特
に
忙
し
い
中
写

真
や
原
稿
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
方
々

に
感
謝
で
す
。

【
芹
沢
】

編集
後記

●
五
月
九
日（
日
）

沼
津
市

狩
野
川
コ
リ
ド
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ
&

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

…
み
ど
り
溢
れ
る
狩
野
川
サ
イ
ク

リ
ン
グ
・
文
学
と
歴
史
の
探
訪
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
・
リ
バ
ー
シ
ッ
プ
狩

野
川
の
3
コ
ー
ス
あ
り

●
五
月
十
六
日（
日
）

三
島
市
　
三
島
市
　
土
肥
町

山
中
城
ま
つ
り

●
五
月
二
十
三
日（
日
）

沼
津
市

海
人
祭
・
沼
津
水
産
祭
、
古
宇
磯
祭

り
、
こ
ん
ぴ
ら
祭
り
・
奉
納
泣
き
相

撲
大
会

●
六
月
一
日（
火
）〜
三
十
日（
水
）

修
善
寺
町

虹
の
郷
「
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
」

●
六
月
十
二
日（
土
）〜
十
三
日（
日
）

富
士
市

吉
原
祇
園
祭

●
六
月
三
十
日（
水
）

沼
津
市

夏
越
大
祓
式
（
輪
く
ぐ
り
さ
ん
）

●
七
月
五
日（
月
）〜
六
日（
火
）

伊
豆
長
岡
町

第
六
十
九
回

源
氏
あ
や
め
祭

●
七
月
三
十
日（
金
）

沼
津
市

狩
野
川
灯
ろ
う
流
し

●
七
月
三
十
一
日（
土
）〜
八
月
一
日（
日
）

沼
津
市

沼
津
夏
ま
つ
り
・
狩
野
川
花
火
大
会

場
合
は「
一
点
」か
ら「
一
台
」へ
と
変
化

し「
ロ
ボ
ッ
ト
犬
」
が
登
場
し
て「
一
匹
」

へ
と
進
化
し
た
。
現
在
開
発
中
の
二
足

歩
行
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
普
及
す
れ
ば「
一

人
」
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
こ
の

秋
発
行
予
定
の
樋
口
一
葉
の
図
柄
の
新

紙
幣
は「
一
枚
」「
二
枚
」で
は
な
く「
一

葉
」「
二
葉
」
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
な

ど
楽
し
め
る
。
コ
ラ
ム
の
充
実
し
て
い

て
、
ど
う
し
て
鮨
を
数
え
る
の
に
一
貫カ

ン

と
数
え
る
の
か
？
由
来
は
江
戸
時
代
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
の
握
り
鮨
は
屋

台
で
出
さ
れ
鮨
の
大
き
さ
が
、
紐
を
通

し
た
穴
あ
き
銭
一
貫
分
の
サ
イ
ズ
で
、

か
な
り
大
型
だ
っ
た
た
め
、
食
べ
や
す

い
よ
う
に
一
貫
分
の
ネ
タ
と
飯
（
シ
ャ

リ
）
を
半
分
に
分
け
て
二
個
握
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
握
り
鮨
二
個

で
一
貫
と
い
う
わ
け
で
す
。

蔵
は
一
戸

い
っ
と

前ま
え

・
屏
風
は
一
双
い
っ
そ
う

な
ど
す

ぐ
に
は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
数
え
方

が
あ
る
。
一
方
、
箸
が
「
一
つ
」
年
齢

が
「
一
個
上
」
な
ど
と
何
を
数
え
る
に

も
「
一
つ
」「
一
個
」
で
済
ま
す
傾
向

が
あ
る
。
そ
ん
な
想
い
で
編
集
さ
れ
た

辞
典
。
名
詞
約
四
千
六
百
語
、
助
数
詞

約
六
百
語
を
収
録
、
伝
統
的
な
数
え
方

だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
ロ
ボ
ッ
ト
の

で
は
数
え
方
の
ク
イ
ズ
を
。

次
の
語
に
共
通
す
る
数
え
方
は
？

漓
船
・
烏い

賊か

・
水

滷
仏
像
・
モ
ア
イ
・
埴
輪
は
に
わ

澆

幟
の
ぼ
り

・
文
字
・
小
川

潺
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
・
原
子
炉

潸
羊
羹

よ
う
か
ん

・
箪
笥
た
ん
す

・
三
味
線

澁
琴
・
碁
盤
・
プ
ー
ル

答
え
は
編
集
後
記
の
下
に
あ
り
ま
す
。

題
　
名：

数
え
方
の
辞
典

著
　：

飯
田
朝
子

発
行
所：

小
学
館

定
　
価：

二
二
〇
〇
円

私
の
好
き
な
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

春
は
私
の
好
き
な
野
球
が
始
ま
る
か
ら

で
す
。
５
年
前
ま
で
は
野
球
チ
ー
ム
に

も
所
属
し
て
汗
を
流
し
て
い
た
程
、
大

の
野
球
フ
ァ
ン
で
す
。
最
近
は
運
動
不

足
で
体
が
か
な
り
な
ま
っ
て
い
る
の
で
、

休
み
の
日
に
ボ
ー
ル
と
バ
ッ
ト
を
持
ち

息
子
を
相
手
に
野
球
を
始
め
ま
し
た
。

（
お
も
ち
ゃ
の
道
具
で
す
が
）

最
初
息
子
は
打
つ
事
も
投
げ
る
事
も

う
ま
く
で
き
な
い
の
で
す
ぐ
飽
き
て
し

ま
い
サ
ッ
カ
ー
や
自
転
車
で
遊
び
た
が

り
ま
し
た
が
、
先
月
く
ら
い
か
ら
か
な

り
上
達
し
て
そ
れ
な
り
に
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
自
分
も
興
味
が
出
て
き
た
の

か
野
球
を
し
よ
う

と
言
っ
て
き
ま
す
。

私
の
運
動
不
足
も

解
消
さ
れ
？
自
分

に
と
っ
て
も
息
子
に

と
っ
て
も
い
い
時
間

の
過
し
方
を
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

今
度
、
家
族
で
野
球

観
戦
を
す
る
予
定

が
あ
る
の
で
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

次
回
は
芹
澤
さ
ん
で
す
！
ど
ん

な
テ
ー
マ
か
興
味
津
々
で
す
ね
!!

第20回
 

毎回、一人の方に四つのテーマの内どれかを選んで記事を書

いてもらいます。 

テーマ：わたしの 

 
次回の記者は今回担当された方が決めることになります。 

・今、はまっているもの 
・大切なもの 
・お宝 
・ペット 

今回の記事担当者は　志村　昌彦さん 
テーマは『私の楽しみ』 

クイズの答え漓杯
はい

滷体
たい

澆流れ潺基
き

潸棹
さお

澁面
めん

三
月
三
日
、
午
前
七
時
五
十
六
分
、

予
定
よ
り
十
七
日
早
く
産
声
を
あ
げ
ま

し
た
。
誕
生
時
の
身
長
は
四
十
五
袍
、

体
重
は
二
三
〇
〇
g
で
し
た
。

体
重
が
少
な
か
っ
た

為
、
保
育
器
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
現

在
、
体
重
も
四
〇
〇
〇

g
ま
で
増
え
、
す
く
す

く
と
育
っ
て
い
ま
す
。

名
前
は
、
里
帆（
り
ほ
）。
本
多
の
名

字
に
最
高
の
画
数
で
す
。
本
多
家
の
待

望
の
女
の
子
だ
け
に
、
私
と
し
て
は
流

行
に
左
右
さ
れ
な
い
で
ブ
ラ
ン
ド
嫌
い

な
地
味
な
子
、
で
も
話
を
す
る
と
明
る

い
子
…
な
ん
て
勝
手
に
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
仕
事
の
机
に
は
常
に
新
し
い
写

真
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

蜷
山
本
剛
さ
ん
の
長
女
舞
さ
ん

中
学
入
学
お
め
で
と
う
!!

●
本
多
主
任
の
コ
メ
ン
ト


